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「24WSJに参加して」 

BS隊 フクロウ班 次長 原田愛莉 

 

7/21から8/5まで第24回 世界スカウトジャンボリーに

参加してきました。 
今回の開催地はアメリカでウエストバージニア州にあ

るサミット ベクテルでした。世界中から4万人以上のス

カウトが集まったこの大会に参加して一生に一度のかけ

がえのない体験をしてきました。46団の皆さんにはまた

あらためてこの経験を報告したいと思いますが軽く報告

させて頂きます。 
このような活動を通して、外国の文化や習慣などに身近

に触れ、自分もそれを経験することで色々な考えを知るこ

とができました。 
そして、これらの経験をこれからの私のスカウト活動に

生かしていきたいと思います。素晴らしい経験をさせて頂

き、本当にありがとうございました。 

 
 

 
 

「第２８回ボルチモア－川崎スカウト交流派遣に参加

して 

～川崎市・ボルチモア市姉妹都市提携４０周年記念～」 

ＲＳ隊長 北村 岳人 

 

7月20日から8月5日までの17日間、アメリア・メリ

ーランド州のボルチモア市に派遣されました。私の役務は

副長として、プログラム、安全、記録を中心に担当し、さ

らに、御土産の選定と調達の責任者として、隊長（小林５

４団ＶＳ隊長）と一緒に、日本的な物で、今までにないオ

リジナル性ある品を半年以上前から準備を重ねました。 
また、地区副コミッショナーとしての立場で、現地では

大変貴重な機会を得ることができました（ウッドバッジ授

与式とイーグルスカウト授与式。後述）。 
今回の派遣は、一言では中々伝えきれないほど、多くの

経験と友人を得ることができました。私自身が英語力は堪

能ではないので、会話に不安を抱えていたのは事実で、5
月から毎日ラジオ英会話で耳を慣らし、単語の組み合わせ

であっても、相手側が私のレベルに合してくれ、少しずつ

でしたが、途中からは、気持ちまで伝わることができまし

た。 
渡米前に、福田市長を表敬訪問した際、市長からスカウ

トに対して、「言葉の壁を乗り越える勇気を持って、楽し

んできて欲しい」と言われたことを実践したと感じました。 
この派遣交流プログラムは毎年相互に派遣する歴史と

伝統があり、神奈川連盟内でも、こうした長期間に渡って

継続しているプログラムは他にはありません。当団からも

過去にボルチモアに行ったことがあるスカウト（初代はＯ

ＢＳの池野さん、最近ではＲＳ江上、伊比一など）や指導

者がおり、またホームステイ先として受入れをされた家庭

（多賀さん、田中さん、荒川さん、久保井さん、渡辺さん、

原田さん等）も多くいます。 
さて、今回は、ボーイスカウト川崎地区の派遣交流事業

に、ガールスカウト川崎市連絡会が初めて参加する機会と

なり、総勢で18名（ＢＳ12名、ＧＳ6名。指導者ＢＳ3
名、ＧＳ1名）の大所帯となりました。しかも指導者のう

ち男性は北村だけで、本年3月頃まではブロードクリーク

のキャンプのみの参加を考えていましたが、隊運営全体の

こと、男子スカウトがいるので男性指導者が不可欠であり、

海外派遣の意義などの他、仕事の事（長期休暇）なども悩

みながら、最終的には全日程参加することにしました。 
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現地での主な活動プログラムは例年と大きく変わりあ

りませんが、今年は川崎市とボルチモア市が姉妹都市を提

携して40年を迎え（1979年6月14日姉妹都市提携）、

現地の姉妹都市委員会の方々が特別にクルージングとブ

ルークラブランチ（名物のカニ料理）を準備してくださり

ました。 
到着後の前半は、ブロードクリークキャンプ場（BC）

で6日間のキャンプでした。キャンプイン前に、ボルチモ

ア側主催のウェルカムパーティがBCで行われ、ホームス

テイ家族や姉妹都市委員会の方々などが出席し、本格的な

プログラムがスタートしました。 
BCでは大人も含め、初めにスイムテスト（100ｍ＋立

ち泳ぎ）があり、レベルによって水プログラム（カヌー・

カヤック、水泳）の参加条件となりました。主なプログラ

ムは、ライフル、アーチェリー、ショットガン、クライミ

ング、4輪バギー、川下り（チュービング）、モーターボ

ートなど、日本では中々体験できない活動が用意され、し

かも、危険を伴うプログラムはプロが指導して安全面を確

保していました。 
キャンプの食事は、バイキング形式で、食事作りやプロ

グラムのスタッフは、ローバースカウト年代の若手が中心

となって運営していました。BCでのキャンプは、訓練で

はなく楽しむことに力点を置いているのが特徴で、私自身

は少々戸惑いもありましたが、こういうキャンプスタイル

があるんだなぁっと思いました。 
また、フラッグセレモニー（国旗・州旗、キャンプ場旗）

とその中で行う「おきての復唱」、スカウツウォンサービ

スは、大人が関与せず、スカウトが主体となって行われて

いました。まさに自発活動の現れだと思いました。 
5日目の夜には、日本のスカウトがキャンプ場スタッフ

を招待し、日本食（焼きそば・カレーライス）を振舞うジ

ャパンナイトを行い、若手スタッフ（約40人）のほとん

どが来てくれました。 
キャンプ最終日はクロージングファイアを20時から行

って、キャンプが閉幕する流れで、スケール感、演出など、

伝統あるキャンプ場でのキャンプファイアもとても楽し

く過ごすことができました。 
私のホームステ

イ先は、日本に2
回派遣交流の副長

として来たことが

ある友人のMike
でした。自宅はボ

ルチモア市郊外の

閑静な地にあり、

敷地は想像以上に

広く、地下室完備の豪邸でした。3匹の犬や1匹の猫も私

を家族の一員として迎えてくれ、最後の日は涙、涙、涙の

別れとなりました。 

Mikeは私と同じトレーナー（４ビーズホルダー）とし

て、ＷＢ実修所の所長（コースディレクター）を務めたこ

とがあるベテランの指導者です（奥さんのFranも４ビー

ズ）。 
一つ目の貴重な体験と

して、ウェルカムパーテ

ィの際、今回の副長の一

人（Michael）が実修所

を修了したので、ＷＢの

伝達式に出てくれない

か？と投げかけてくれ、

コミッショナーとしてそ

の場に参加させてもらいました。 
日本ではＷＢの修了は修了証を手渡し、２ビーズとギル

ウェルスカーフをかけることが主ですが、アメリカでは、

ＷＢ訓練の歴史、ビーズやスカーフ、ウォッグルの意味な

どの説明をしながら、家族がスカーフをかける演出を行う

など、重みを演じていました。最後には「Back to Gilwell」
をスタッフ全員で歌いながら、1人ずつMichaelと握手を

していく場となり、私も最後に歌いながら登場して、

Michaelと握手し、「おめでとう！」を言って、記念品（２

ビーズのストラップとＷＢのワッペン）を手渡すことがで

きました。 
もう一つの貴重な体

験は、日本のスカウト

をホームステイ先とし

て受け入れたスカウト

が、イーグルスカウト

に進級し、その授与式

（Court of Honor）に

出席し、コミッショナ

ーとしてお祝いのスピーチ（もちろん英語で）をさせて頂

く機会がありました。 
会場には、彼がこれまで積み重ねてきた証（進級記章、

進歩記章、様々な活動に挑戦したこと）が大きく披露され、

100人近い出席者でお祝いする時間を過ごすことができ

ました。日本の富士スカウト授与式では、こうした方法も

参考にした方が良いと思いました。 
派遣期間中、４日間あ

ったホストファミリーデ

ーは、ボルチモアで有名

なナショナル水族館や、

アメリカの鉄道発祥地を

記念した鉄道博物館など

に連れて行ってもらった

他、アメリカ国歌発祥地

であるFort McHenryで
は、国歌が作られた歴史

を映像で観て、初めて英

語でアメリカ国歌を歌っ

真ん中：Tyler、右：小林隊長 

左：Fran、真ん中：娘のJessica、Mike 
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て、とても感動的な印象を受けました（自然と涙が溢れて

きました）。また、市近郊のLake Rolandに行き、カヌー

で湖に流れる川を遡りながら、ランチは途中にある中州の

ような場所で、ビールやワインを飲みながらフライドチキ

ンを食べ、とても贅沢な時間を過ごすことができました。

食事については、ホースラディッシュを付けて食べた生ガ

キや、ピザ、ビーフのハンバーガー、アイスクリームもと

ても美味しかったです。とにかく私たちが楽しい時間を過

ごして欲しい思いが随所に表れ、何がしたい、食べたいと、

常に考えを聞いてくれました。 
そんなお世話になったリーダーに対して、日本のリーダ

ーで夕食に日本食を振る舞い、おもてなしました。メニュ

ーは、鳥のから揚げ、野菜のてんぷら、お好み焼き、御飯

（飯盒を持込み（お土産）で炊きました）、ポテトサラダ、

味噌野菜スティック、冷やし中華、磯辺もち、抹茶プリン、

抹茶パンケーキ。日本酒も振る舞い、どれも美味しいと言

ってくれました。持込の食材もありますが、現地のスーパ

ーでも手に入り、日本にいる感覚でした。 
ボルチモアを経つ前の日となる最後は、さよならパーテ

ィーでした。 
日本のスカウト全員でボルチモア関係者（想定を2割増

し、100人）に対し、日本食（ちらし寿司、お好み焼き、

卵焼き、焼き肉、浅漬け、具沢山の味噌汁、そうめん、白

玉、かき氷、ラムネ）を振る舞い、多くの方から、お褒め

の言葉を頂きました。 
帰る日の朝食は、FranとJessicaがパンケーキとカリ

カリベーコンなどを作ってくれましした。モーニングコー

ヒーは僕の役割で、涙をこらえながら、感謝のギフトとし

て、風呂敷を贈りました。本当に犬からも家族として迎え

てくれ、「Thank you so much」を言うのが精いっぱいで

した。 
ワシントンダレス空港

で最後の別れの時は、お

世話になったTodd隊長

をはじめ、副長の

Michael、Lynn（大のス

ヌーピー好きで、スヌー

ピーグッズを沢山お土産

を渡しました）、Lory、
3776隊のCommittee 
MemberであるMarilyn、
Kimと一人ひとり、感謝

の言葉を伝えました。沢

山の涙を流しましたが、

彼らとともに過ごした

日々は、一生の思い出と

なり、これからのスカウト活動に役立てていきたいと考え

ています。 
最後に、今回の派遣に際し、団内の多くの指導者や保護

者の方からご支援を頂きました。心から感謝いたします。 

 
 
 
 
 

「開拓！！」 

BS隊 隊長 原田健 

 

8/10〜15まで5泊6日の夏キャンプに行ってきました。

場所は山梨県河口湖湖畔から数キロ山あいに入ったすず

らん荘第2キャンプ場。事前にグリーンバーと一緒に下見。

水道は無い。電気も無い。仮設ボットントイレがひとつだ

けポツンとあるのみ。草はボーボー。「大丈夫かな？」と

思うと同時に「これは良い経験が出来るゾ」とも思いまし

た。 
下見に行った班長は計画書のテーマを「開拓キャンプ」

と設定しました。班員みんなで考えた計画書にはスーパー

に毎日行けない事を踏まえた献立。進級や技能章に必要な

課目を取り入れたプログラム。無理のないタイムスケジュ

ールなどが記されました。 
主なプログラムは 
 トイレ作成 
 富士山噴火で出来た地底溶岩洞窟で永久凍土を体

験。 
 河口湖周辺神社巡りハイク(野帳、手旗、ロープの

ミッション) 
 水の濾過装置作成 
 料理コンテスト 
 キャンプファイアー 
雨で濡れた薪に火をつけるのを苦労して、「晴れている

時に薪を確保する大切さ」が身に沁みましたね。「蛇口を

ひねれば水が出る」ありがたみを知りましたね。キレイな

トイレの快適さを知りましたね。 
班員みんなで力を合わせて良いチームワークでした。班

長も素晴らしいリーダーシップを発揮しました。 
さぁ、後半もフクロウ班で楽しい活動をしていこう！！ 
 

 

 

夏キャンプ特集 
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「CS隊夏キャンプ報告」 

CS隊 隊長 津嶋 直文 

 

令和元年８月９日～１１日の２泊３日で行った

CS隊夏キャンプの様子を報告します。 
今回のキャンプ地は、8年前に利用した奥多摩中

茶屋キャンプ場です。キャンプ場の中に川が流れて

いる特徴ある場所です。 
 
９日の朝７時３０分に五反田神社そばの三田第三

公園に集合です。 

 
みんな元気に集合しました。暑い日が続いていま

すが、キャンプ場に涼みに行きましょう。 
料理スキルがちょっと不安なCSリーダーのため

に、団委員長、BVSリーダー3名、RSスカウト1
名が応援に来てくれました。皆さん、ありがとう(涙)。 
行きはバスです。皆乗車しましょう。忘れ物はな

いね？では、出発です。 
連休前の週末だけあって、道路が混んでいました。

30分遅れで11時頃に中茶屋キャンプ場到着です。

装備品担当の車2台もほぼ同時に到着です。それで

は、荷物を持ってキャンプ場へ移動です。まずは、

開所式の準備です。組長、服装点検よろしく！ 

 

開所式も終わり、いよいよミッション開始、の前

に、少し水遊びしてから腹ごしらえです。 
 

 
腹ごしらえも終わり、いよいよミッション開始。

キャンプテーマ「妖精ボーノ・オーレを救え！」の

始まりです。力をつけるために、自然のものをいた

だきます。川の生き物、ニジマスの掴み取りに挑戦

です。 

角に追い込んで、上手に捕獲できたようです。 
捕まえたニジマスを皆で調理します。あら塩でぬ

めりを取り、包丁とはさみで捌きます。 

捌き終わったスカウトは、スイカを冷やしてくれ

ていました。でも、食べるのは明日だよ。 
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ニジマスが焼けるまで水遊び。 
 
 
 
 
 
 

焼く準備も終わり、焼き始めます。 
 
 
 
 
 
 
いただきます。 
 
 
 
 
 
 
みんな、「いただきます」の意味、分かったかな。 
休憩後、ボーノとオーレを見つけるためのアイテ

ム「バードコール」を作ります。 
まずは、棒材から本体を切り出します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
デザインを考えて、穴をあけてアイボルトをねじ

込み、完成です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
アッと言う間の夕食準備。みんなで協力して作り

ます。メニューは、豚汁、鮭のホイル焼き、デザー

トはフルーツポンチ。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ご飯の歌を歌って、いただきます。 
 
 
 
 
 
 
キャンプ初日の締めくくりは、組長次長出席の反

省会です。組目標、達成できたかな。 
 
 
 
 
 
 
キャンプ2日目は、点検からスタートです。同時

にスカウトたちの健康状態もチェックします。昨晩

は、男子会、女子会が盛り上がったようで、眠そう

です。 
 
 
 
 
 
 
朝食、朝礼を済ませて、ボーノとオーレの救出に

向かいます。 
 
 
 
 
 
 
お弁当を用意して、準備体操の後は、いよいよ棒

ノ折山へ。そこでボーノとオーレが助けを待ってい

ます。昨日作ったバードコールを忘れずに。 
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幾多の困難を乗り越え、無事、登頂です。途中で

使ったバードコールでボーノとオーレを助けられた

ようです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
下山後は、お待ちかねの水遊び。たっぷり遊んだ

後は、スイカ割りのシミュレーションです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
この後、おやつに冷やしておいたスイカを食べま

した。 
 
 
 
 
 
 
夕食までの間にハガキを書きます。みんな、だれ

に出すのかな。 
 
 
 
 
 
 

夕食は、焼きそば、食欲旺盛です。 
 
 
 
 
 
 
夕食の後は、キャンプファイヤーです。棒ノ折山

で助けたボーノとオーレも参加してくれました。 
歌、ゲームで大盛り上がりです。今日は、ぐっす

り眠ってね。 
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楽しいキャンプも3日目、最終日です。 
点検、朝礼、朝食、と大忙しです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
朝食は、ホットドック。牛乳パックの中にホット

ドッグを入れて、そのまま焼いて出来上がりです。

うまく焼けたかな？ 
 
 
 
 
 
 
それでは、出発までカブブックを履修しよう。サ

イン、たくさん貰えたかな。お昼ご飯も準備完了。 
 
 
 
 
 
 
 
名残惜しいけど、川崎に向けて出発。青梅線、南

武線と電車を乗り継ぎ、無事16時に登戸到着です。 
みんな、一回り成長しました。来年のキャンプが

楽しみです。 
 
ご支援いただいた保護者の皆様、久保井団委員長、

BVS宮崎隊長、三須副長、青谷副長、RS牛尾スカ

ウト、とても有意義なキャンプとなりました。あり

がとうございました。 
 
以上、夏キャンプ報告でした。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

菊スカウト章授与式が行われました 

（2019年6月29日） 

 

6月29日（土）15 時から、黒川青少年野外活動センタ

ーにて菊スカウト章授与式が行なわれました。川崎地区副

コミッショナーから原田莉子スカウトに菊スカウト章が

授与されました。 
 

 
 
<原田莉子スカウト受賞コメント> 

ついに念願の菊章を取れました！ 
ここまで来れたのは、リーダー、班長 、先輩方や親の

おかげです。ありがとうございました。 
私は、2級と1級は旧の課題でとっていたので菊章を取

るときは、とても大変でしたが取れた時はとても嬉しくて

最後までできたのが自信となりました。 
新進級課題で上がってくる人は、スカウトスキルの高い

スカウトとなるのでこれからは復習しながらアドバイス

もできるように頑張りたいです。 
また、富士章を取ることも目標ですので１つずつ頑張っ

て行きたいです！ 
 
 

BS隊フクロウ班が神奈川県技能大会ロープ結び優勝！！

手旗準優勝！ 

（2019年7月14日） 

 

7月13日（土）、14日（日）に横浜市金沢区海の公園

で開催された「ボーイスカウト神奈川県連70周年記念ス

カウトフェスタ」で神奈川県79個班が参加した「班制高

揚技能大会」にて、川崎46団BS隊フクロウ班が「実用

的結索リレー」の部1位、「手旗リレー」の部2位という

快挙を達成しました。 
 

 

イベント・ニュース 
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<フクロウ班班長 伊藤帆孝スカウトコメント> 

今回僕達川崎第46団フクロウ班は、日本ボーイスカウ

ト神奈川連盟が創立され70周年を記念したスカウトフェ

スタに参加しました。その中で、神奈川連盟に所属する神

奈川全地区のボーイスカウトが集まって行う班制高揚技

能大会に参加しました。 
最初、僕達は神奈川全地区のスカウトが参加すると聞い

て、良い結果を出せるわけがないと不安がありましたが、

正直今までやってきたことをやれば良い結果が出るので

はないかと思いました。その日の前夜祭の後、僕が班長会

議をやっている間に、他のスカウト達はロープ結びの練習

をしていました。少しでも結果が残せるように練習をする

スカウトらしい行動に、とても感心しました。次の日の朝、

班制高揚技能大会に参加する人が全員揃い、ミーティング

をして、僕達フクロウ班はロープと手旗信号で神奈川一を

目指すことにしました。その後大会に向けて手旗とロープ

の最終確認をして大会に挑戦しました。 
まず始めに手旗への挑戦。災害時に手旗を使い携帯番号

を送受信するというものでした。最初は僕のミスで、解読

が遅くなってしまった上に番号を間違えてしまいました。

その後も繰り返し挑戦した4回目。タイムはまだ分かりま

せんでしたが、何とかクリアすることが出来ました。 
その後お昼ご飯、全体プログラムをはさみロープへの挑

戦。ロープの課目は相手もやい、よろい結び、バタフライ

ノット、ちぢめ結び、トートラインヒッチ馬つなぎの順番

でした。班員それぞれが自分の結びを練習しての挑戦。成

功はしましたがタイムの問題で良い記録が出ず。結びの練

習を徹底的に行い、タイムを縮め上位に出るための話し合

いをして、3回目の挑戦。成功した上2位の班より8点高

い記録を出して、1位になる事が出来ました。 
その間手旗の方も1位でしたが、記録を上まわれ2位に

なり、受付の時間が終了し逆転することは出来ませんでし

た。それでも僕達のスカウトスキルを出し自分達の力で神

奈川連盟の記念の場で手旗2位・ロープ結び1位という成

績をおさめられたことを大変光栄に思います。ボーイスカ

ウトやってきてこんなに嬉しいことがあるんだなと思わ

される1日でした。これを機会に僕達の後輩へ語り継がれ

るエピソードとなり、川崎第46団までも後世へ語り継が

れる団となれば僕はとても嬉しく思います。 
そして僕達はより自分のスキルが上がるように、スロー

ガンである日々の善行を忘れずにボーイスカウト人生に

磨きをかけていきたいと思います。 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
川崎４６団のＨＰ 
http://www.bsk46.com/ 

編集後記 

川崎46団が県大会で受賞するのは十年以上ぶりで、今

回フクロウ班が受賞した賞状は額縁に入れて団ハウス

に飾られています。Fフクロウ班は46団の歴史に名を刻

みましたね。 

 

<広報委員> 

江川 豊、荒川 泰一 

http://www.bsk46.com/

